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台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
、

危
険
が
迫
っ
た
場
合
、
住
民
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
市
か
ら
「
避
難
準
備
情
報
」
や

「
避
難
勧
告
」、「
避
難
指
示
」
が
発
令
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
避
難
情
報
の
種
類
の
違
い
を
あ
ら

か
じ
め
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
「
自
ら
の
身

を
守
る
」
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
避
難
す

る
際
は
、
隣
近
所
の
人
と
声
を
掛
け
合
っ
て
、

一
緒
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
危
険
を
感
じ
た
と
き
は
避
難
情
報

を
待
つ
こ
と
な
く
自
主
的
に
避
難
す
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

避
難
情
報
の
種
類

◆
避
難
準
備
情
報
（
災
害
時
要
援
護
者
避
難
）

　【
状
況
】　
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
、
特
に

避
難
行
動
に
時
間
を
要
す
る
人
が
避
難
行

動
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
で

あ
り
、
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が

高
ま
っ
た
状
況

　【
行
動
】　
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
、
特
に

避
難
行
動
に
時
間
が
か
か
る
人
は
、
避
難

行
動
を
開
始
し
、
避
難
支
援
者
は
支
援
行

動
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
通
常
の
人
も

避
難
の
準
備
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
避
難
勧
告

　【
状
況
】　
通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
人

が
避
難
行
動
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
段
階
で
、
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能

性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
状
況

　【
行
動
】　
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
避
難
指
示

　【
状
況
】　
前
兆
現
象
の
発
生
や
現
在
の
切

迫
し
た
状
況
か
ら
、
人
的
被
害
の
発
生
す

る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
と
判
断
さ
れ
た

状
況
も
し
く
は
、
被
害
が
発
生
し
た
状
況
。

　
避
難
勧
告
よ
り
状
況
が
悪
化
し
、
緊
急
に

避
難
が
必
要
な
状
況

　【
行
動
】　
避
難
中
の
方
は
、
避
難
行
動
を

た
だ
ち
に
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ま
だ

避
難
し
て
い
な
い
対
象
者
は
、
た
だ
ち
に

避
難
す
る
か
、
も
し
く
は
避
難
す
る
時
間

が
な
い
場
合
は
、
強
固
な
建
物
の
上
階
な

ど
に
緊
急
避
難
す
る
な
ど
生
命
を
守
る
行

動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
区
域
と
は

　
住
民
の
保
護
を
目
的
に
、
危
険
な
地
域
を

「
警
戒
区
域
」
と
し
て
設
定
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　「
警
戒
区
域
」
を
設
定
し
た
場
合
、
こ
の
区

域
へ
の
立
ち
入
り
を
制
限
、
禁
止
ま
た
は
そ

の
区
域
か
ら
の「
退
去
命
令
」が
出
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
災
害
対
策
基
本
法
第
　
条
）。
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知
っ
て
い
ま
す
か
？
避
難
情
報

　
武
芸
川
地
域
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ

び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
が
4
月

　
日
に
岐
阜
県
知
事
よ
り
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

15　
旧
関
地
域
（
平
成
　
年
6
月
　
日
）
、
上
之

21

11

保
地
域
（
平
成
　
年
5
月
　
日
）
が
指
定
さ
れ
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た
の
に
引
き
続
き
、
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
1
時
間
に
1
0
0
ミ
リ
を
超
す
よ

う
な
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発
す
る
傾
向

に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
土
砂
災
害
も
増
え
て

い
ま
す
。
土
砂
災
害
は
、
全
国
で
毎
年
1
0

0
0
件
程
度
発
生
し
て
お
り
、
毎
年
約
　
人
60

も
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
土
砂
災
害
（
が
け
崩
れ
、
土
石

流
）
か
ら
住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
土

砂
災
害
防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
区
域
を
明
ら
か
に
し
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
や
一
定
の
行
為
の
制
限
を
行
い
ま
す
。

◆
指
定
区
域
に
は
次
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・
土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
土
砂
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域

・
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
中
で
も
特
に
建
物

が
破
壊
さ
れ
、
住
民
に
大
き
な
被
害
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域

◆
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
は
次
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

・
特
定
の
開
発
行
為
に
対
す
る
許
可
制

　
住
宅
地
分
譲
や
災
害
時
要
援
護
者
関
連
施

設
の
建
築
の
た
め
の
開
発
行
為
は
、
基
準

に
従
っ
た
も
の
に
限
っ
て
許
可
さ
れ
ま
す
。

・
建
物
の
構
造
規
制

　
居
室
の
あ
る
建
築
物
は
、
土
砂
崩
れ
な
ど

の
衝
撃
に
対
し
て
建
築
物
の
構
造
が
安
全

で
あ
る
か
ど
う
か
建
築
確
認
が
さ
れ
ま
す
。

・
建
築
物
の
移
転
勧
告

　
著
し
い
損
壊
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
建

築
物
の
所
有
者
に
対
し
、
移
転
な
ど
の
勧

告
が
図
ら
れ
ま
す
。

◆
今
回
指
定
さ
れ
た
箇
所（
武
芸
川
地
域
）

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
　
1
0
5
カ
所

　
【
内
訳
】
▽
急
傾
斜
地
＝
　
カ
所
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土
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災
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警
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区
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カ
所
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▽
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▽
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※
今
後
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
順
次
、

砂
防
基
礎
調
査
お
よ
び
区
域
の
指
定
が
行

わ
れ
ま
す
。

◆
次
の
場
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
美
濃
土
木
事
務
所
　
河
川
砂
防
課
砂
防
担

当
ま
た
は
総
務
課
施
設
管
理
担
当（
緯
餌

4
0
1
1
）

・
関
市
役
所
　
建
設
総
務
課
管
理
係（
緯
姥

7
2
7
9
）

◆
特
定
の
開
発
な
ど
の
許
可
申
請
に
つ
い
て
は

・
美
濃
土
木
事
務
所
　
総
務
課
施
設
管
理
担

当
（
緯
餌
4
0
1
1
）

◆
指
定
さ
れ
た
区
域
の
建
築
物
に
対
す
る
構

造
規
制
に
つ
い
て
は

・
中
濃
建
築
事
務
所
　
建
築
指
導
係（
緯
0

5
7
4
浦
3
1
1
1
）

　
集
中
豪
雨
な
ど
降
雨
が
続
く
時
は
、
土
砂

災
害
に
十
分
に
注
意
し
、
早
め
の
避
難
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。


